静岡大学薄膜基板研究懇話会　第10回記念研究発表会

―主題：DSCの実用化に向けて―
日　時：2007年２月２日（金）・３日（土）

会　場：スズキゲストハウス（グランドホテル浜松4階　浜松市東伊場1-3-1　 TEL：053-452-2115）

主　催：静岡大学薄膜基板研究懇話会
参加登録費：30,000円：講演要旨集1部、宿泊費、懇親会費等が含まれます）

（1日参加、15,000円：講演要旨集1部が含まれます）
2月2日（金）
10：00～10：30（30）　開会のあいさつ―10周年とSPD研設立―　金子正治（SPD研）
10：30～11：15（45）　基調講演：「色素系太陽電池：現状と課題」柳田祥三（阪大先端研）

11：15～11：45（30）　「高効率色素増感型太陽電池の材料開発」内田　聡（東北大多元研）

11：45～12：15（30）　「高効率色素増感型太陽電池の作製技術」伊藤省吾（EPFL/ 京セラ）
――――――　　昼　　　　食（75分）　――――――
13：30～13：50（20）　「色素増感太陽電池における電子トラップの影響」森　正悟（信州大繊維）

13：50～14：20（30）　「ヨウ化銅を用いる固体型色素増感太陽電池の高効率化」昆野昭則（静岡大工）

14：20～14：40（20） “High Performance TCO and TiO2 Films for DSC Prepared by SPD Method and
 Their Applications”  G.R.A. Kumara （SPD Lab.）
14：40～15：10（30）　「DSC用透明導電膜の最適化」奥谷昌之（静岡大工）

15：10～15：40（30）　「DSC用新規対向電極開発の取組み」村上健司（静岡大電子研）
――――――　コーヒーブレーク（20分）――――――

16：00～16：30（30）　「特許から分かるDSCの技術動向――その１　米国特許」金田　勲（SPD研）

16：30～16：50（20）　「特許から分かるDSCの技術動向――その２　日本特許」川崎俊治（SPD研）
　――――――　　懇　親　会（18：00～）――――――
2月３日（土）
9：30～10：00（30）　「色素増感型太陽電池モジュールの研究開発動向」豊田竜生（アイシン精機）
10：00～10：30（30）　「グリッド配線型大面積色素増感太陽電池の開発」北村隆之（フジクラ）

10：30～11：00（30）　「実用化に向けた耐久性・寿命評価手法とその実例」蓑田光博（英弘精機）

11：00～11：30（30）　「新規小型SPD装置の開発」古川　徹（グローバルマシーナリー）

11：30～11：35（5）　　閉会のあいさつ
――――――　　昼　　　食（85分）　――――――
13：00～15：00　SPD研究所並びに春華堂うなぎパイ ファクトリー見学（希望者のみ参加）
参加申込及び問い合わせ先：代表世話人　金子正治
　㈱SPD研究所　（TEL: 053-474-7901　FAX: 053-401-7080　E-mail:skaneko@spdlab.com）






